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NTTデータ先端技術株式会社



© 2024 NTT DATA INTELLILINK Corporation 2

データ駆動型ビジネス実現の課題と解決法
課題に対しては、下記の対応策をご紹介いたします。

技術的ハードルの緩和・育成環境の整備

分析環境の共通化

アクセス制御や変更履歴の一元管理化

1

4

2

AIとデータ活用を推進する
人材の不足

部門や役割間での
分析環境のサイロ化

セキュリティ・ガバナンスの煩雑さ

2

4

1

課題 対応策

データ準備系ツールの導入

3
データ準備における
リードタイム発生

3



© 2024 NTT DATA INTELLILINK Corporation 3

データ駆動型ビジネス実現の課題
データ活用のさらなる推進を妨げる代表的な課題は以下の通りです。

①AIとデータ活用を推進する人材の不足 ②部門や役割間での分析環境のサイロ化

③データ準備におけるリードタイムの発生 ④セキュリティ・ガバナンスの煩雑さ

社内の人材リソースは
限られている

人材育成には時間も労力も
かかってしまう…

ビジネス
アナリスト

データ
サイエンティスト

データ
エンジニア

ビジネス
ユーザー

分析環境

プロジェクト

同じようなデータを他で
加工してないかな︖

他の人はどのように
分析しているの︖

必要なデータだけ
を抽出したい…

複数のデータを
組み合わせて分析したい

取り出したデータの
加工が複雑… 増員に伴うアクセス権

付与が煩雑…
データの変更履歴や
依存関係が追えない…

データの
変更履歴

データの
依存関係
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AI・データ活用の技術的ハードルを下げる仕組み作りや
効率的に学習できる仕組み作りを行う。

課題① AIとデータ活用を推進する人材の不足への解決法
AI・データ活用の民主化を進めるためには、技術的な専門知識が無いユーザでも作業できるように技術的なハードルを下げる
仕組み作りや効率的に学習できる仕組み作りが必要です。

課題 対応策

社内の人材リソースは
限られている

人材育成には時間も
労力もかかってしまう…

NoCode、GUI、AutoML

Eラーニング

蓄積したデータから必要な形に加工し、課題や改善点を導き
出して、課題の解決に役立てることのできる人材がいない。
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課題② 部門や役割間での分析環境のサイロ化への解決法
部門・役割間でのシームレスな連携を実現し、コード・データの再利用やノウハウ共有を可能とすることで、AI・データ活用を促進
させることが必要です。

部門や役割に関係なく、作業者が共通で使用できる環境の構築
を行う。

課題 対応策

ビジネス
アナリスト

データ
サイエンティスト

データ
エンジニア

ビジネス
ユーザー

分析環境

部品Aの
需要予測

部品Bの
需要予測

プロジェクト

部品Aの
売上データ

需要予測
モデルのノウハウ

ビジネス
アナリスト

データ
サイエンティスト

データ
エンジニア

ビジネス
ユーザー

分析環境

コード

ノウハウ データ

End-to-End

部門・役割間での分析環境のサイロ化により、データ・コード・
ノウハウの連携が困難となる。
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課題③ データ準備におけるリードタイムへの解決法
データの準備作業に全体の80％を要すると言われており、この部分をできるだけ効率化し、データ準備にかけるリードタイムを
短縮することが必要です。

様々なデータソースからデータを抽出し、簡単に加工・保管
できる環境の構築を行う。

課題 対応策

必要なデータだけを
抽出したい…

複数のデータを
組み合わせて分析したい

取り出したデータの
加工が複雑…

部署内外・社内外に
点在する複数のデータソース

データプレパレーションツール

データの抽出や加工に時間を要し、本来やりたい分析業務に
十分な時間を充てられていない。
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課題④ セキュリティ・ガバナンスの解決法
各データへのアクセス権を一元的に管理できる仕組み作りが必要です。また、監査対策として作業者の作業履歴やデータの変
更履歴を追える仕組み作りが必要です。

アクセス制御が一元管理できる環境の構築やデータの変更履
歴が確認できる仕組み作りを行う。

課題 対応策

管理者

アクセス制御

データへの
アクセス制限

データの
変更履歴の追跡

データの
依存関係追跡

プロジェクトへの
アクセス制限

管理者

利用者の増員に伴う
アクセス権付与

複数の作業者により
最新のデータが
分からない…

各システムごとの
アクセス制限

監査対応

利用者の増加に伴いアクセス制御が煩雑となり、また、誰がど
んな作業をしているのか管理が難しい。

一元管理
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解決法のまとめ
データ活用における代表的な課題の対応策をまとめると以下の通りです。
①技術的ハードルの緩和・育成環境の整備 ②分析環境の共通化

③データ準備系ツールの導入 ④アクセス制御や変更履歴の一元管理化

NoCode、GUI、AutoML Eラーニング

データ
サイエンティスト

データ
エンジニア

ビジネス
アナリスト

データ
サイエンティスト

分析環境 End-to-End

管理者

一元管理

データへの
アクセス制限

データの
変更履歴の追跡

データの
依存関係追跡プロジェクトへの

アクセス制限

変更履歴

データプレパレーションツール
部署内外・
社内外に点在する
複数のデータソース

アクセス制御
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対応策の具体的検討
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専用ツール（クラウドサービス）を組み合わせたアプローチ
専用ツール（クラウドサービス）を組み合わせてスモールスタートさせる方法があります。

1

4

2

AIとデータ活用を推進する
人材の不足

部門や役割間での
分析環境のサイロ化

セキュリティ・ガバナンスの煩雑さ

2

4

1

課題 アプローチ

3
データ準備における
リードタイム発生

3

クラウドサービス系とコストを比較する場
合は、

ITエンジニア等の人件費も合算し計算
すると、

逆にコスパが良いことも。

専用ツール（クラウドサービス）の組
み合わせは、スモールスタートしやす

い。

しかし、運用段階で、ITエンジニア等
の人件費も合算し計算すると、
逆にコスパが悪くなることも…

コラボレーションツール

管理ツール

データプレパレーション

NoCode/AutoMLツール等



© 2024 NTT DATA INTELLILINK Corporation 11

オールインワンタイプによるアプローチ
AutoML機能やデータプレパレーション機能などが１つになったオールインタイプも誕生し、近年、注目され始めています。

1

4

2

AIとデータ活用を推進する
人材の不足

部門や役割間での
分析環境のサイロ化

セキュリティ・ガバナンスの煩雑さ

2

4

1

課題 アプローチ

3
データ準備における
リードタイム発生

3

オールインワンタイプなら、
１つのツールで課題に対応でき
る。

NoCode/AutoML機能

コラボレーション機能

データプレパレーション機能

管理機能
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オールインワンタイプの詳細
オールインワンタイプは、下記のデータ分析プロセスをカバーいたします。

データソース

データ接続データ分析
プロセス

データ接続機能 データ確認/加工
機能

この範囲をカバー

オールインワンタイプは、データサイエンス＆機械学習プラットフォームとして注目されています。

AutoML機能 可視化機能 コラボレーション
機能

データ準備 モデリング 視覚化 デプロイ
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Dataikuとは
Dataikuは、オールインワンタイプのデータサイエンス＆機械学習プラットフォームの１つです。
データ容量/構造化・非構造化データ/オンプレ・クラウド環境を問わず、ひとつのプラットフォーム上での作業が可能です。

セキュリティ・一元化されたガバナンス

— 40種類以上のデータソース
標準接続

— オンプレ・クラウド環境を問わ
ず接続可

— データ統計分析の視覚化
— データ変換機能のプリセットを

90以上内蔵

— AutoML
— ノートブックML
— カスタムモデルの作成

— DataOps
— MLOps

— ビジネスダッシュボード
— プロジェクト結果を視覚化

NoCodeで実装可能・GUIだけで分析可能

コラボレーション

業界ソリューションカタログ・教育コンテンツ

End-to-End

データ分類化
データソースへの接続

データ探索
データ加工 機械学習 インサイト共有 オーケストレーション

本番展開・モニタリング
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Dataikuの詳細
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Dataiku社について
データサイエンス&機械学習(DSML)プラットフォームのリーダー

 2013年創業のユニコーン企業
 Gartner Magic Quadrant 2021で
データサイエンス&機械学習(DSML)プラットフォームのリーダーに2年連続選出

 従業員 1,000名以上（2021年10月時点）
 2022年にDataiku Japan株式会社を設立

製造や金融、官公庁まで
主要顧客500社以上

オフィスは8ヵ国に展開

• 東京
• ニューヨーク
• パリ
• ロンドン
• アムステルダム
• フランクフルト
• シドニー
• シンガポール

• デンバー
• ワシントンDC
• ロサンゼルス

財務状況

• 4億ドルを新たに調達し、
Dataikuの評価額は46億ドル
(2021年8月時点*)

*Dataiku Series E: Unleashing 
Everyday AI

https://blog.dataiku.com/series-e?_gl=1*5rkwwf*_ga*MTM2NjkwNzkxNi4xNjYyNDU2NTg1*_ga_B3YXRYMY48*MTY2MzA1MzAyMy43LjEuMTY2MzA1MzE3Mi42MC4wLjA.
https://blog.dataiku.com/series-e?_gl=1*5rkwwf*_ga*MTM2NjkwNzkxNi4xNjYyNDU2NTg1*_ga_B3YXRYMY48*MTY2MzA1MzAyMy43LjEuMTY2MzA1MzE3Mi42MC4wLjA.
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オールインワンAI・機械学習プラットフォーム 「Dataiku」 
AIエンジニアリング基盤の１つDataikuは、オールインワンAI・機械学習プラットフォームとして、
「データ準備～モデル生成～デプロイ」をエンドtoエンドでシームレスにデータを統合し、
あらゆる役割、スキルレベルの人の連携を実現いたします。

コラボレーション・セキュリティ・ガバナンス

データ準備 モデル生成 視覚化デプロイ（本番運用）データ接続

End-to-End

データ
エンジニア

ビジネス
アナリスト

データ
サイエンティスト ITチーム/Data Ops データ

アナリスト

GUIのみで分析

教育コンテンツ

NoCodeで実装

AutoML

業界ソリューション
カタログ
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オールインワンAI・機械学習プラットフォーム 「Dataiku」 

利用可能な最高
テクノロジーの活用

クラウドスタックと
オープンソーステクノロジーを最大活用 オンプレミス

既存データの
接続・使用・計算

すべてのユーザーに権限付与・スキルアップ

統合・ステージング

一元化されたガバナンスと監査

縦割り・横割りの拡張性

システム再利用・協業

ある程度のコーディング必要

分類化・接続 データ探索・準備 機械学習 インサイト共有・
視覚化アプリ

オーケストレーション・
本番展開・
モニタリング

コーディング不要 フルコーディング必要
プログラム制御

・データ容量
・構造化/非構造化
・オンプレ/クラウド
関係なくアクセス可能
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AI/機械学習プラットフォーム
-ノーコード・ローコードでAIのビジネス活用を加速する-

Dataiku(データイク)は、だれもが使いやすいエンドツーエンドのプラットフォームです。AIプロジェクトに関わる
様々なユーザのコラボレーションを実現し、生産性を向上します。業界・業種別のユースケースに対応した
テンプレートを使うことで、AIを業務で活用するまでの時間を大幅に短縮でき、より迅速に価値を提供できます。

クラウド
ストレージ

RDBMS

データウェア
ハウス

CSV/Excel/
JSON

ストリーミング
データ

Webインターフェース 統合開発環境幅広いユーザがアクセス・利用可能

ノーコード開発 ローコード開発 フルコード開発
プログラム制御ビジュアル化された

ワークフロー (Python, R, SQLなど)

データ接続
オーケストレーション

本番展開
モニタリング

再利用・コラボレーション 統合・デプロイ

きめ細やかなアクセス制御・一元化されたガバナンスと監査

伸縮自在なコンピュートリソースとの連携

…

40種類以上のデータ
ソースに標準で接続

BIツール

Git連携

CI/CDツール

Webサービス

…

さまざまな外部システム
との連携が可能

クラウドスタックと
オープンソーステクノロジー

を最大活用

パブリッククラウド / オンプレミス

既存データへの
接続・使用・計算

既存テクノロジーの活用

データ準備 機械学習 レポーティング
可視化

・データ容量
・構造化/非構造化
・オンプレ/クラウド
関係なくアクセス可能
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オールインワンAI・機械学習プラットフォーム 「Dataiku」 
■主な特長

コラボレー
ション機能

・ワークフロー・モデリングの共同作業
（データサイエンティスト、運用エンジニアのシームレス連携）
・ワークフローへのドキュメント追加
・統合されたGitリポジトリを介して変更をドキュメント化（変更管理）

データ準備

・NoCode、LowCode、FullCodeでデータソースの加工が可能
-ビジュアルレシピ︓ビジュアルインターフェースで使用可能な、事前パッケージングされた複数のオペレー
ションを通して、インプットデータセットをインタラクティブに迅速に変換
-コードレシピ︓コーディング技能のあるユーザーが、ビジュアルレシピ機 能を超えて、サポートされる任意
の言語（`SQL、Python、R など）を使用して、変換をコントロール

セキュリティ
ガバナンス

すべてのデータの変更履歴や変更過程、依存関係の追跡、データ・プロジェクトに対するきめ細かなア
クセス制御、監査など企業が求めるセキュリティとガバナンスを確立することができます。これにより、組織
全体でのデータ活用を安全に加速していくことができます。

その他

・40種類以上のデータに対するコネクタ
・KubernetesをベースとしたAPI化によるモデルのデプロイ
・分析エンジン（R、Python、DB、Hadoop/Sparkなど）へのプッシュにより、ローカル、 inDB、分散
環境での分析実行
・構築したモデルの根拠などを自動でレポーティング

機械学習

・最新の機械学習ライブラリ（scikit-learn、MLlib、XGBoost、TensorFlow、Keras など）を搭
載した、設定可能な AutoML を活用
・PythonやRでコードを直接カスタマイズし、高度なカスタム機械学習も利用可能
・上級レベルのデータサイエンティストは、よく使用するコードノートブックやJupyter、PyCharm、
RStudio、VSCodeなどの統合開発環境（IDE）を使用できる。

データ準備 機械学習

DataOps ダッシュボード

AI/機械学習に関する一連のプロセスをカバー
インターフェースが統一されており、使いやすい

データ
接続

データ
準備 モデリング 本番運用

視覚化
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業界ソリューションカタログ
業界ソリューションカタログは過去の実績を元に作成したユースケースパッケージ化プロジェクトです。
ユーザーは業界ソリューションカタログを使用することで開発時間を大幅に短縮し、Dataikuの価値をより早く提供します。

業界ソリューションカタログ
(ユースケースのパッケージ化)

特定の業界と業種に重点
☑複雑な問題の解決策のインスピレーションも得ることが可能

ダッシュボードを含むビジュアルツールを
DSSアプリに組み込み

データを当て込み、ワンクリックスタート
☑すぐに使用可能なオブジェクトとワークフローを提供
☑カスタマイズ可能
☑拡張可能
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Dataiku Cloud（SaaS版） 概要
データサイエンス／機械学習のフルマネージド・AIプラットフォームサービスとして、お客様のAI活用、アナリティクス
による洞察を加速させます。

最新のクラウドデータ
スタックに対応

必要ものがすべて
１つの場所に

管理とアップグレードは
Dataikuが対応

Snowflake、Amazon Redshift、
Google BigQueryなどのビルトイン
のデータコネクタや事前に構築された
統合のための機能を利用し、最新のク
ラウドプラットフォームのアジリィーを活
用することができます。

お客様のデータを接続し、使いやすい
視覚化されたデータ準備の機能や自
動機械学習（AutoML）、ビジネス
のための統合レポートや視覚化ダッシュ
ボードなどが利用できます。

サーバーや管理、アップグレードなどにつ
いて、Dataiku社がすべてに対応する
ため、ビジネスのためのアナリティクスや
AIにフォーカスすることができます。
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教育コンテンツ
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Dataiku教育コンテンツ
Dataikuでは、「AI人員を教育・育成する」ための3つの教育コンテンツを用意しています。

Dataiku Academy Dataiku Gallery 過去のウェビナー

 ロール別のチュートリアル
 各自のスキルにあった学習
 学習目標を設定可能

 サンプルのプロジェクト、ダッシュボード、
アプリなどが多数準備

 Dataikuの操作
 AI・機械学習の流れを理解・学習

 過去に実施したウェビナーを動画配信
 インストラクターによるデモなどが多数
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04
クイックスタート︓
業務担当者

Dataiku DSSプロジェクトを作
成し、GUIのみの分析法を学ぶ

データ準備・データ加工・AI構築

日本語
Dataiku DSS -

Project 
Walkthrough

DSSプロジェクトを通じてAIのラ
イフサイクルを巡る

データ準備・データ加工・AI構築

英語

Advanced Code
コードを記述、探索、実行、共有、
およびデバッグする方法やプロジェ

クト変数の概念を学ぶ

データ準備・データ加工・AI構築

英語
クイックスタート︓
データエンジニア

データ接続・コーディングとビジュアル
レシピを使ってデータを成形する方法

を学ぶ

データ準備

日本語

クイックスタート︓
エクセルからDataikuへ
エクセルから移行し、優れた機能の

活用を学ぶ

データ準備・データ加工

日本語

ML プラクティショナー
統計分析の概要について学ぶとと
もに、探索的データ分析の実行方

法について学ぶ

データ準備・AI構築

日本語

クイックスタート︓
AI利用者

データの深掘りを行い、
データの視覚化と他の担当者との
コラボレーション方法を学ぶ

AI構築

日本語

クイックスタート︓
データサインティスト

データサインティスト向けの機能を
活用し、既存のDataiku DSSプ

ロジェクトを向上させる

データ加工

日本語

Advanced Data 
Preparation

高度なPrepare(準備)レシピとフ
ローの使用方法、イベントデータの

生成法を学ぶ

データ準備・データ加工

英語
Core Concepts

ビジュアルレシピをカバーする短いビ
デオレッスン、プロジェクトを構築す
るハンズオン、クイズ問題有

データ準備・データ加工

英語

ML プラクティショナー
モデルの作成、使用方法、新しい
データに予測モデルをデプロイする

方法の概要を学ぶ

AI構築

日本語

Advanced Code
ビジュアルMLインターフェースでカ
スタムMLモデルを作成して使用す

る方法を学ぶ

AI構築

英語
Advanced 
Analytics

時系列、テキスト分析の為のツー
ルやプラグインの使用方法、概念

を学ぶ

データ準備・データ加工

英語

Visual Machine 
Learning

機械学習の基本的な概念、モデル
の運用方法について学ぶ

AI構築

英語
Advanced 
Analytics

モデルの構築、プラグインの使用
方法について学ぶ

(主に分析フローの形式化)

AI構築

英語

Visual Machine 
Learning

機械学習の基本的な概念、モデル
の比較、トレーニングについて学ぶ

AI構築

英語

共通
(ビジネスユーザー)

データ
エンジニア

データ
サイエンティスト

運用エンジニア

2022年4月現在

Operationalization
実環境にモデルをデプロイし運用す

る方法を学ぶ

モデルデプロイ

英語
MLOps

AIライフサイクルにおけるMLOps
の主要なコンセプトやフローを自動

化する方法を学ぶ

パイプライン構築

英語

Dataiku Academy
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